台湾における航空貨物 -- 何を輸送しているのか (特集 アジアにおける航空貨物と空港) by 池上 寬
台湾における航空貨物 -- 何を輸送しているのか (
特集 アジアにおける航空貨物と空港)
著者 池上 ?
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp
雑誌名 アジ研ワールド・トレンド
巻 252
ページ 16-19
発行年 2016-09
出版者 日本貿易振興機構アジア経済研究所
URL http://hdl.handle.net/2344/00002869
アジ研ワールド・トレンド No.252（2016. 10） 16
特  集
???????
???????
●
 はじめに
　
台湾では航空貨物で輸送された
輸出および輸入貨物は重量ベースによるＨＳ２桁コードのデータが公開されている。また、各コードの上位五カ国・地域の取扱量も明らかにされてい 。本稿では このデータを使用して、最初に台湾の航空貨物 概況や台湾の航空貨物の主要相手先 みる。そのうえで、ど ような品物が航空貨物で輸送されているのか、そして主要品目の上位国・地域を検討することで台湾の航空貨物の特徴を明らかにしたい。●
 台湾の航空貨物の概況
　
まず、台湾における航空貨物の
概況を検討する。図１は二〇〇五年から二〇一四年までの台湾における航空貨物取扱量を輸出と輸入に区別して表したものである。こ
の図からまず明らかなことは、この一〇年間、輸出取扱量が輸入取扱量を上回っていることである。また、全体的な流れでいうと、輸出、輸入とも二 〇五年が取扱量のピークであり、その後二〇〇七年にかけて緩やかに減少した後、二〇〇八年には前年比で輸出は一〇・五万トン は七・七万トンそれぞれ減少した。これ 世界金融危機による影響を受け ためである。　
その後、二〇一〇年にかけて輸
出、輸入とも取扱量は増加したが再度減少に転じている。ただし、輸出は二〇一三年から、輸入二〇一四年に増加に転じている。二〇一四年の取扱量は 出で四六・五万トン、輸入で三五・六万トンとなっている。　
台湾での航空貨物は重量ベース
で九五％は台湾桃園国際空港を拠
点にして輸送されている。その意味で、この数値のほとんどは台湾桃園国際空港で取り扱われた輸出、あるいは輸入貨物であるとみ よいであろう。●
 航空貨物の主要相手先
　
次に、航空貨物で輸送される相
手先について考える。表１は二〇一四年におけ 輸出、輸入における相手先上位一〇カ国・地域を示したものである。この表からわかるように、輸出、輸入とも最大の相手先は中国である。また、上位三国は中国のほか、アメリカと日本であることがわかる。これら三国が占める割合は、輸出では四九・一％、輸入では五六・九％を占め、これら三国が航空貨物 中心であるといえよう。　
また、地域別でみると、輸出、
輸入ともアジア地域の ・地域が
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上位の相手先であることが理解できる。すなわち、日本や中国以外に、香港、韓国、シンガポール、マレーシアは輸出、輸入ともに上位の相手先であることがわかる。また、ベトナムは輸出で タイは輸入で上位 国となっている。日本や中国も含めた輸出に占めアジア諸国・地域の割合をみ と、輸出では五三・九％ 輸入では五八・九％を占めている。このことからわかるように、台湾 航空貨物輸送はアジア地域を 心にして輸送されていることが理解 きよう。
（出所）交通部統計処編『商品別貨品流量及運費率調査報告』（各年版）
より筆者作成。
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図１　台湾の航空貨物の概況
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●
 主な航空貨物輸送品
　
続いて、台湾ではどのような品
目が航空貨物として輸送されているのかを考える。表２はＨＳコードで分類された品目のなかで、二〇一四年における上位五品目の取扱量を示したものであ この表をみてわか ように、ＨＳコード二桁ベースでプラスチック類（３９、かっこ内はＨＳコード、以下同じ） 、機械・機器・機械部品類（８４） 、電気機器類（８５） 、
光学製品・医療機器類（９０）の四品目は輸出、輸入とも上位五品目に入っている。これら四品目以外に、輸出で 鉄鋼製品（７３） 、輸入では水産 （０３）がそれぞれ上位に入っているのである。　
また、上位五品目の航空貨物輸
送取扱量は 出 三〇万トン、輸入では約一八万トンとなっている。また、こ ら上位五品目が輸出および輸入貨物取扱量全体に占める割合は 出 六六・三％、輸
入で五〇・六％となっている。このことからわかるように、上位五品目が輸出および輸入の半分以上を占めており、これらが台湾 おける航空貨物の中心であることがわかる。　
これら上位五品目のなかで、と
くに電気機器類は輸出で一七・五万トンあまり、輸入でも五・八万トンであり、台湾で最も多く輸送されている。輸出では 出貨物全体の三分の一以上 輸入 も輸入
貨物全体の六分の一以上の割合を占めている。　
そして、輸出貨物、輸入貨物そ
れぞれで二番目の取扱量を誇るのが機械・機器・機械部品類である。輸出では五・六万トンあまり、電気機器類の三分の一程度の取扱量である。一方、輸入は五 三万トンであり、 による取扱量とほぼ同じ重量の取扱量がある。さらに、光学製品類は 三番目に多い四万トンの取扱量があり、輸入でも二・五万トンの取扱ある。　
これら三品目が台湾航空貨物に
よる主要品であるといえよう。このことを踏まえたうえで、これら三品目の主要相手先をみることとする。●
 主要航空貨物輸送品の相手
　
表３は電気機器類、機械・機器・
機械部品類および光学製品・医療機器類の主要輸送国・地域の二〇一〇年以降の動きをみたものである。⑴電気機器類　
まず、電気機器類をみると、輸
出、輸入とも二 一〇年がもっとも多くの取扱いがあり、それぞれ約二〇万トン、七万トン弱であっ
表１　台湾における航空貨物の上位相手国・地域（2014 年）
 （単位：トン、％）
輸出 輸入
国・地域名 重量 割合 国・地域名 重量 割合
1 中国 108,757 23.4 中国 91,725 25.8
2 アメリカ 74,082 15.9 日本 59,873 16.8
3 日本 45,699 9.8 アメリカ 50,948 14.3
4 香港 44,668 9.6 韓国 18,026 5.1
5 ドイツ 18,305 3.9 ドイツ 15,867 4.5
6 韓国 14,852 3.2 香港 12,869 3.6
7 シンガポール 14,753 3.2 タイ 10,606 3.0
8 ベトナム 11,847 2.5 ノルウェー 10,254 2.9
9 イギリス 10,852 2.3 シンガポール 8,613 2.4
10 マレーシア 9,999 2.2 マレーシア 7,721 2.2
上位 10 位計 353,814 76.1 286,502 80.6
総計 464,856 355,662
（出所）交通部統計處『商品別貨品流量及運費率調査報告』2014 年より筆者作成。
表２　台湾の航空貨物における主要輸送品（2014 年）
輸出 （単位：トン、％）
商品名 輸送量 占有率
1
電気機器およびその部品並びに録音機，音声再生機並びに
テレビジョンの映像および音声の記録用または再生の機器
並びにこれらの部分品および附属品（85）
175,481 37.7
2 原子炉，ボイラーおよび機械類並びにこれらの部分品（84） 56,256 12.1
3
光学機器、写真用機器、映画用機器、測定機器、検査機器、
精密機器および医療用機器並びにこれらの部分品および附
属品（90）
40,159 8.6
4 プラスチックおよびその製品（39） 23,056 5.0
5 鉄鋼製品（73） 13,575 2.9
上位 5 品目合計 308,527 66.3
輸出総重量 464,856
輸入
商品名 輸送量 占有率
1
電気機器およびその部品並びに録音機，音声再生機並びに
テレビジョンの映像および音声の記録用または再生の機器
並びにこれらの部分品および附属品（85）
58,873 16.6
2 原子炉，ボイラーおよび機械類並びにこれらの部分品（84） 53,275 15.0
3 魚並びに甲殻類、軟体動物およびその他の水棲無脊椎動物（03） 26,024 7.3
4
光学機器、写真用機器、映画用機器、測定機器、検査機器、
精密機器および医療用機器並びにこれらの部分品および附
属品（90）
25,217 7.1
5 プラスチックおよびその製品（39） 16,476 4.6
上位 5 品目合計 179,865 50.6
輸入総重量 355,662
（注）商品名の後ろの番号は，HS コード 2 桁の番号である。
（出所）表１と同じ。
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た。また、輸出取扱量をみると、この五年間の上位五カ国・地域は中国、香港、アメリカ、日本、シンガポールの順番で変化がまったくなく、二〇一四 のみアメリと香港が入れ替わっている。アメリカ以外の国・地域はすべてアジア地域である。　
輸入取扱量をみると、上位三カ
国は中国、日本、韓国である。こ
れら三カ国からの輸入量は全体の六〇％以上を占めているが、主要輸入先は中国である。中国からの輸入取扱量は日本や韓国よりも圧倒的に多い。　
さらに表をみると、二〇一〇年
から二〇一四年まで輸出取扱量が輸入取扱量を大きく上回っている。輸出取扱量が輸入取扱量より多い要因には、ＨＳコードではこの品
目には一般的な電気製品はもちろん、半導体やＩＣ（集積回路）といった高付加価値製品も含まれていることがあげられる。台湾には半導体の分野では世界を代表する台湾積体電路製造（
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がある。高付加価値製品が航空貨物で輸送された結果、輸出取扱量
が輸入取扱量を上回っていると考えられよう。⑵機械・機器・機械部品類　
次に、機械・機器・機械部品類
をみると、輸出取扱量全体は表からわかるように、五万トン以上の取扱いがあった。一方、輸入取扱量全体では二〇一〇年に六・九万トンであったのが、それ以後は減少傾向ではあるが五万トン台を維
表３　台湾における主要航空貨物の輸送相手先とその重量
●電気機器類 （単位：トン）
第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位
2010 年
輸出
中国 香港 アメリカ 日本 シンガポール その他 合計
37,173 35,423 33,056 16,974 9,066 68,149 199,840
輸入
中国 日本 韓国 アメリカ マレーシア その他 合計
29,241 11,877 4,510 3,595 3,297 16,763 69,283
2011 年
輸出
中国 香港 アメリカ 日本 シンガポール その他 合計
38,235 31,242 29,221 14,244 9,065 60,871 182,878
輸入
中国 日本 韓国 ドイツ アメリカ その他 合計
29,877 8,792 4,113 3,695 3,662 15,896 66,035
2012 年
輸出
中国 香港 アメリカ 日本 シンガポール その他 合計
38,636 28,385 25,336 14,900 9,216 56,502 172,975
輸入
中国 日本 韓国 アメリカ ドイツ その他 合計
27,853 7,222 3,594 3,074 2,989 14,070 58,802
2013 年
輸出
中国 香港 アメリカ 日本 シンガポール その他 合計
41,424 25,813 23,988 15,827 8,902 54,085 170,039
輸入
中国 日本 韓国 アメリカ ドイツ その他 合計
26,987 6,332 3,312 2,754 2,579 13,054 55,018
2014 年
輸出
中国 アメリカ 香港 日本 シンガポール その他 合計
44,334 25,954 25,934 16,339 8,955 53,966 175,482
輸入
中国 日本 韓国 ドイツ アメリカ その他 合計
28,696 6,553 3,801 3,103 2,810 13,910 58,873
●機械・機器・機械部品類
第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位
2010 年
輸出
アメリカ 中国 日本 ドイツ オランダ その他 合計
13,426 7,235 4,998 3,245 2,965 25,546 57,414
輸入
日本 アメリカ 中国 ドイツ シンガポール その他 合計
17,729 15,079 9,943 6,493 3,684 16,118 69,045
2011 年
輸出
アメリカ 中国 日本 ドイツ オランダ その他 合計
12,805 6,990 5,419 3,855 2,546 23,933 55,547
輸入
日本 アメリカ 中国 ドイツ シンガポール その他 合計
12,998 11,317 11,006 6,964 3,431 14,520 60,236
2012 年
輸出
アメリカ 中国 日本 ドイツ オランダ その他 合計
12,280 6,750 3,909 3,268 2,441 22,817 51,465
輸入
日本 アメリカ 中国 シンガポール ドイツ その他 合計
13,321 10,232 9,924 4,690 3,892 12,182 54,243
2013 年
輸出
アメリカ 中国 日本 ドイツ オランダ その他 合計
12,497 6,100 4,140 2,700 2,227 23,218 50,883
輸入
日本 アメリカ 中国 シンガポール ドイツ その他 合計
15,413 10,516 10,024 4,418 4,285 13,241 57,897
2014 年
輸出
アメリカ 中国 日本 ドイツ オランダ その他 合計
13,406 8,110 4,942 3,057 2,343 24,399 56,256
輸入
日本 中国 アメリカ ドイツ シンガポール その他 合計
13,549 10,225 9,249 4,197 3,642 12,413 53,275
●光学製品・医療機器類
第 1 位 第 2 位 第 3 位 第 4 位 第 5 位
2010 年
輸出
中国 香港 日本 アメリカ 韓国 その他 合計
18,685 4,787 3,342 3,151 2,077 6,129 38,171
輸入
日本 アメリカ 中国 ドイツ 韓国 その他 合計
9,471 4,676 3,869 1,549 1,497 4,388 25,450
2011 年
輸出
中国 香港 アメリカ 日本 韓国 その他 合計
14,562 4,100 3,264 2,148 1,225 5,973 31,272
輸入
日本 アメリカ 中国 ドイツ 韓国 その他 合計
7,107 4,043 3,699 1,468 1,188 3,969 21,474
2012 年
輸出
中国 香港 アメリカ 日本 韓国 その他 合計
17,749 4,269 3,746 1,976 1,251 6,600 35,591
輸入
日本 アメリカ 中国 ドイツ 韓国 その他 合計
9,284 3,797 3,122 1,396 1,158 4,372 23,129
2013 年
輸出
中国 香港 アメリカ 日本 韓国 その他 合計
19,469 4,953 3,104 2,051 1,442 5,478 36,497
輸入
日本 アメリカ 中国 韓国 ドイツ その他 合計
7,490 3,502 2,883 1,751 1,273 4,308 21,207
2014 年
輸出
中国 香港 アメリカ 日本 韓国 その他 合計
23,369 3,703 3,662 2,124 857 6,445 40,159
輸入
日本 中国 アメリカ ドイツ 韓国 その他 合計
10,571 3,652 3,473 1,295 1,285 4,941 25,217
（出所）表１と同じ。
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持している。そして、輸出取扱量全体と輸入取扱量全体を比較したとき、二〇一四年をのぞき輸入取扱量が輸出取扱量を上回っている。　
輸出貨物における上位五カ国を
みると、同じ国が上位を占めている。すなわち、アメリカ、中国、日本、ドイツ オランダという順位で輸出先上位は変化していない。輸出先の上位にいるアジア地域の国は中国と しかないために、アジア地域の上位国・地域が占める割合は二〇％程度を占め に過ぎない。また、最大 であるアメリカへの輸出取扱量は第二位の中国よりも五〇〇 トン以上多く、台湾製の機械類は多くが欧米地域に輸出されている。　
一方、輸入取扱量をみると、日
本、アメリカ、中国、ドイツ、シンガポールの五カ国が上位国になっている。そのなかでも、日本、アメリカ、中国から 輸入量一万トンを超え 輸入先の中心であるといえる。　
輸出、輸入の両方の上位五カ国
に入っている日本、アメリカ、中国、ドイツの四カ国の差をみてみると、日本、中国、ドイツの三カ国は輸出取扱量より輸入取扱量の方が多い一方 アメリカは二〇一
〇年を除いて輸出取扱量が輸入取扱量を上回っている。このことから、台湾にとって航空貨物輸送における機械類は日本、中国およびドイツは主要な輸入先である一方、アメリカは主要な輸出先であることがわかる。⑶光学製品・医療機器類　
最後に、光学・医療機器類の貨
物取扱量を取り上げ と、輸出では二〇一〇年から二〇一三年は三万トン台であったの 、二〇一四年に四万トンになった。一方、輸入取扱量はこの期間二万トン台の取扱いがあった。　
輸出取扱量の上位五カ国・地域
は、二〇一〇 三位と四位が入れ替わっているのを除けば、中国、香港、アメリカ、日本、韓国 いう順序である。ただし、中国と他国・地域への輸出量を比べると、輸出は中国にかなり偏ってい ことがわかる。　
一方、輸入取扱量の上位五カ国
は日本、中国、アメリカ、ドイツ、韓国である。ドイツと韓国の順位は二〇一三年のみ入れ替わっているが、日本、アメリカ、中国の順位は変わらない。また、日本からの輸入取扱量は第二位のアメリカの倍以上を占めている年が多く、
日本がこの品目における重要な相手先であることがわかる。この品目にはレンズなどだけではなく、医療機器といった高度な技術をもつ商品類が含まれる。そのことを考えると、中国への輸出は中国にある現地工場向けへの貨物である一方、日本からの輸入 台湾で生産されているよりもより高度な技術をもつものが輸入貨物として輸送されていることが考え れる。　
このことは、輸出および輸入の
両方における上位国で 中国、日本、アメリカおよび韓国の 出取扱量と輸入取扱量 比較すると、より明らかになる。中国は輸出取扱量が輸入取扱量を大きく 回っている一方、 は輸入取扱量が輸出取扱量を上回っている（二〇一四年のアメリカ 除く） 。すなわち、日本とアメリカからはより付加価値 あるものを輸入していると推察される。韓国については、その関係性はほか国のようにみ れない。ただし韓国の取扱量は日本、アメリカ、中国よりもその量は非常に少ない。その意味では、中国、リカとの輸送関係が大きいといえる。
●
 おわりに
　
以上のよう 、台湾の航空貨物
を重量ベースでみた場合、輸出貨物や輸入貨物は日本や中国を中心としたアジア地域を中心に展開されていることがわかる。また、品目別輸送をみる 、電気機器類、機械・機器・機械部品類、および光学・医療品類が航空貨物輸送の中心であり、しかもこれら 目の上位国・地域の多くは中国 日本といったアジア地域の国々である。　
以上から明らかなように、台湾
の航空貨物は日本や中国などの一部の国・地域による特定の品目輸送を中心に行われていることが理解できよう。（いけがみ
　
ひろし／アジア経済
研究所
　
在台北海外調査員）
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